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こんにちは！

です

地域地域
おこしおこし
協力隊協力隊

　

こ・
ら
っ
し
ぇ
の
図
書
コ
ー

ナ
ー
に
、
新
た
に
約
１
８
０
冊
の

本
が
加
わ
り
ま
し
た
。
絵
本
や
児

童
書
の
ほ
か
、
大
人
の
教
養
に
関

す
る
本
や
受
賞
作
品
等
、
最
近
話

題
の
本
を
中
心
に
入
荷
し
て
い
ま

す
。

【
子
ど
も
の
本
移
動
展
示
会
】

　

宮
城
県
図
書
館
の
児
童
書
が

２
０
０
冊
展
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
開
催
期
間　

　
11
月
６
日（
金
）～
18
日（
水
）

　
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
木
の
実
を

利
用
し
た
ス
ワ
ッ
グ
づ
く
り
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

す
。
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ス
ワ
ッ
グ
を
つ
く
り
、
お
部
屋
に

飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　
12
月
13
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

●
会
場　
活
性
化
セ
ン
タ
ー

●�

内
容

　

�

ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
お
正
月
ま
で
、

　

ジ
ュ
ニ
ア・
リ
ー
ダ
ー
と
過
ご

す
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
ぴ
っ
た
り
な
工
作

や
、
ジ
ュ
ニ
ア・
リ
ー
ダ
ー
と
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　
12
月
５
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
11
時
15
分

●
場
所　
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

●
対
象　
小
学
生

●�

申
込

　

�

小
学
校
に
配
布
す
る
申
込
書
に

記
入
し
、
11
月
25
日（
水
）ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

存・
継
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

り
、
郷
土
の
誇
り
と
伝
統
の
象
徴

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
今
回
は
、
町
内
の
指
定
文
化
財

を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
訪
ね
て
往

時
を
偲
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

【
東
光
寺
山
門
】建
造
物

　
所
在
地　
湯
原
地
区　
東
光
寺

　
内　
容　

�

切
妻
造
り
、
薬
医
門
、

茅
葺
き
、
江
戸
中
期

【
聖
観
音
像
】彫
刻

　
所
在
地　
関
地
区　
関
泉
寺

　
内　
容　

�

立
像
、
一
木
造
、
像

高
２
６
５
㎝
、
南
北

朝
～
室
町

【
浪
花
講・真
誠
講
看
板
】有
形
民
俗

　
所
在
地　
水
と
歴
史
の
館

　
内　
容　

�

旅
籠
の
宿
札
、
江
戸

後
期
～
明
治
初
期

【
大
峰
桜
】天
然
記
念
物

　
所
在
地　
字
古
道
山
国
有
林
内

　
内　
容　

�

樹
高
2
ｍ
、
枝
張
り

６・５
ｍ
、東
北
地
方

で
唯
一
確
認

【
湯
原
城
跡
】史
跡

　
所
在
地　

�

湯
原
地
区「
お
た
て
」

敷
地
と
裏
山
付
近

　
内　
容　

�

上
館
、
東
館
、
二

ノ
丸
と
土
塁・空
堀
、

虎
口
、
室
町

移
ろ
う
季
節
に
合
わ
せ
て
ア
レ

ン
ジ
し
て
、
長
く
楽
し
め
る
ス

ワ
ッ
グ
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

●
参
加
費　
１
，
０
０
０
円

●
講
師　
井
上　
多
恵
子　
氏

●�

対
象

　
町
内
在
住
、
在
勤
の
女
性

●
定
員　
15
名
程
度

●
申
込

　

�

12
月
１
日（
火
）ま
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　
11
月
１
日
～
７
日
は
、
文
化
財

保
護
強
調
週
間
で
す
。
文
化
財
は
、

先
人
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
保

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」参
加
者
募
集

郷
土
の
宝「
文
化
財
」を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

安
あん
藤
どう
　玄

げん
太
た
　隊員

　こんにちは。無限陶房で活動している安藤です。七ヶ宿町に来て、早
いもので７ヶ月が経ちました。工房から眺める山々も紅葉してきて、も
うすぐ冬がくるのだなと感じております。近所の方から七ヶ宿町はたくさ

ん雪が降ると聞いているので、少し不安もあり
つつワクワクしております。
 　９月に栃木県益子町で開催した展覧会にはたくさんの
お客様に来ていただきました。多くの方に七ヶ宿焼と七ヶ宿町の
良さをアピールできたのではないかと思います。
　また10月には薪窯の窯焚きをしました。1230℃まで温度を上げ
て、一気に約700 〜 800点の器を焼きました。この窯で焼かれた、
たくさんの新しい器が工房のお店に並びますので、是非遊びにい
らしてください！

A Brief History of Truckee California Part II
In 1846 the Donner Party Wagon Train became 
stranded in Truckee, California. Wagon trains 
were used by emigrants to travel from the East 
to California. Emigrants had to pass over the 
dangerous Sierra Nevada Mountain Range to 
reach California. There are only a few places to 
pass over the Sierra Nevada. Truckee is one of 
those places.

There were 87 people in the Donner Party. They 
were travelling to California from Missouri. 
They became trapped in 6.7 meters of snow. 
48 people survived the tragedy. The lake in 
Truckee is named after the Donner Party. It is 
called Donner Lake.

The Transcontinental Railroad is South of 
Donner Lake.The railroad was the first railroad 
to connect the East Coast to the West Coast. 
The railroad passes over the Sierra Nevada 
Mountains in Truckee. This is the same route 
used by the Emigrants and Washoe in the past. 
The section of railroad in Truckee was very 
difficult to build. 

マケ の
おはなし
ル

イ
カリフォルニア州トラッキーの簡単な歴史②カリフォルニア州トラッキーの簡単な歴史②
　1846年にドナー隊の幌

ほろ

馬
ば

車
しゃ

がカリフォル
ニア州トラッキーで立ち往生しました。幌馬
車は、移民が東からカリフォルニアに移動す
るために使用しました。移民はカリフォルニ
アに到達するために危険なシエラネバダ山脈
を通過しなければなりませんでした。シエラ
ネバダ山脈を通過できる場所はほんのわずか
で、トラッキーはそれらの場所の１つです。
　ドナー隊には87人が参加しました。彼ら
はミズーリからカリフォルニアに移動して
いる途中で6.7ｍの雪に閉じ込められまし
た。そのうちの48人が悲劇を生き延びまし
た。トラッキーの湖はドナー隊にちなんでド
ナー湖と名付けられました。
　大陸横断鉄道はドナー湖の南にあり、東海
岸と西海岸を結ぶ最初の鉄道でした。鉄道は
トラッキーのシエラネバダ山脈を通過します。
これは、過去に移民とワショーが使用したの
と同じルー
トです。ト
ラッキーの
鉄道区間は
建設が非常
に困難でし
た。

Book&Cafe

こ・ら
っ
し
ぇ

図
書
コ
ー
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

女
性
講
座「
ス
ワ
ッ
グ
づ
く
り
」

参

加

者

募

集


